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第531号

〜進藤先生のあいさつ（楽々民謡大学卒業式）〜

春 の 足 音 が 聞 こ え ま す

〜小野花子さんによる唄（楽々民謡大学卒業式）〜
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春
の
彼
岸
法
要

〜すばらしい唄声が響く〜

〜本間理事長から卒業証書を頂く〜

〜唄と踊りに大満足〜

〜厳粛な雰囲気の中でご焼香〜

　

三
月
十
四
日
、
楽
々
民
謡
大
学

卒
業
式
が
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

機
能
回
復
訓
練
室
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
学
の
部
と
大
学
院
の
部
卒
業

の
利
用
者
氏
名
が
一
人
一
人
読
み

上
げ
ら
れ
、
代
表
者
に
本
間
理
事

長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
講
師
の
進
藤
先
生

よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
各
種
民
謡
大
会

で
活
躍
し
て
い
る
歌
手
の
方
々
に

よ
る
素
晴
ら
し
い
唄
や
手
踊
り
、

三
味
線
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。「
秋
田
大
黒
舞
」
や
「
秋
田

お
は
ら
節
」、「
王
将
」
等
、
会
場

で
直
接
聞
く
生
の
唄
や
演
奏
に
感

激
し
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
三
時
か
ら
は
松
涛

園
ホ
ー
ル
に
お
い
て
も
楽
々
民
謡

　

三
月
二
十
一
日
、
午
後
二
時
か

ら
機
能
回
復
訓
練
室
に
お
い
て
、

春
の
彼
岸
法
要
が
厳
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

僧
侶
に
よ
る
読
経
が
会
場
に
響

く
中
、
去
年
の
彼
岸
法
要
か
ら
一

年
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
利
用
者

の
氏
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
会
場
へ
参
列
し
た
利
用
者
と

職
員
が
、
故
人
の
方
々
を
偲
び
な

が
ら
焼
香
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
証

書
授
与
の
ほ
か
、
唄
と
踊
り
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
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映
写
会

春
の
会
食
行
事
が
開
催
さ
れ
る

松寿園・松峰園

めぶき・ぼた餅
バイキング

松涛園

やよい会

〜おいしくて箸もすすみます〜

〜みなさん大満足〜

〜涙あり、笑いありの映写会〜

　

三
月
二
十
六
日
、
機
能
回
復
訓

練
室
に
お
い
て
映
写
会
が
行
わ

れ
、
昭
和
三
十
年
代
を
舞
台
と
し

た
「
島
田
洋
七
の
佐
賀
の
が
ば
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
」
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。
約
二
時
間
の
上
映
時
間
で
し

た
が
、
会
場
で
は
ク
ス
ク
ス
と
笑

い
声
が
聞
こ
え
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン

で
は
感
動
し
て
涙
を
浮
か
べ
る
利

用
者
の
姿
も
あ
り
、
大
変
好
評
な

映
写
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
十
三
日
に
松
寿
園（
養
護
）

と
松
峰
園
（
盲
養
護
）
が
合
同
で

め
ぶ
き
・
ぼ
た
餅
バ
イ
キ
ン
グ
を
、

十
九
日
に
、
松
涛
園
（
特
養
）
で

や
よ
い
会
と
い
っ
た
春
の
会
食
行

事
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

各
施
設
で
は
、
会
場
や
テ
ー
ブ

ル
に
春
の
足
音
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
花
が
飾
ら
れ
、
な
ご
や
か
な

会
食
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
早
速
好

み
の
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、
会

場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
春
の
雰
囲

気
を
楽
し
む
行
事
で
し
た
。
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男要項

入所
者数前

　
　
月退所
者数

入　院
者　数

現　在
人　員

女
松寿園

ホームのうごき　　　平成25.3.1現在
ホーム

計 男 女
松峰園

計 男 女
松涛園

計 男 女
だいせん

計

0

0

1

41

0

0

1

50

0

0

0

10

0

0

1

45

0

0

1

55

3

1

0

16

2

2

1

63

5

3

1

79

0

0

1

14

1

0

2

36

1

0

3

50

　

行　
　
　
　
　
　
　

事　



▲
八
日　

縁
日
（
法
話
）・
作
品

展
表
彰
式

▲
十
三
日　

め
ぶ
き
・
ぼ
た
餅
バ

イ
キ
ン
グ
（
松
寿
園
・
松
峰
園
合

同
）

▲
十
四
日　

楽
々
民
謡
大
学
卒
業

式▲
十
九
日　

夜
間
想
定
消
防
検
証

（
松
寿
園
）、や
よ
い
会
（
松
涛
園
）

▲
二
十
一
日　

春
の
彼
岸
法
要

▲
二
十
四
日　

体
験
デ
イ
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

▲
二
十
六
日　

映
写
会
（
機
能
回

復
訓
練
室
）

　

研　

修　

・　

実　

習　



◎
受
入
れ
施
設
・
松
涛
園

◇
二
十
二
日　

東
北
ビ
ル
管
材
ヘ

ル
パ
ー
実
習
（
～
四
月
十
九
日
）

〜人との縁を大切に（縁日の法話）〜 〜素晴らしい作品が勢揃い（作品展）〜

〜消防検証（松寿園）〜 〜松涛園の行事から〜

三
月
の
行
事
か
ら


